
 

 

 

 

 

 

４．地盤沈下 
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４．地盤沈下 

4.1 柱状図 

実施区域の柱状図は図 4.1.1～4.1.6 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：ボーリング調査地点 
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ボーリング柱状図

調 査 名 平成19年度　ツインシティ（大神地区）環境特性調査等業務委託

事業・工事名

ボーリング名 H 1 9 - N o . 1 調査位置 神 奈 川 県 平 塚 市 大 神 地 先 北 緯 3 5 ﾟ  2 3 '  2 8 . 8 6 "

東 経 1 3 9 ﾟ  2 2 '  0 . 5 . 7 "発 注 機 関 平 塚 市 都 市 整 備 部 都 市 整 備 課 調査期間 平成 19年 11月 14日 ～ 19年 11月 20日

調 査 業 者 名
大 日 本 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 3 - 5 3 9 4 - 7 6 1 3 )
主任技師 平 本 健 二

現 場
代 理 人

板 橋 哉
コ ア
鑑 定 者

板 橋 哉
ボｰリング
責 任 者

堺 正 広

孔 口 標 高 +10.979m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D - 1
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 9 ポ ン プ V - 6総 掘 進 長  54.35m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 10.18

  8.23

  6.68

  4.58

  3.38

 -0.72

 -1.27

 -4.22

 -6.82

 -8.57

 -9.32

-12.47

-13.67

-14.82

-16 27

層

厚

(m)

  0.80

  1.95

  1.55

  2.10

  1.20

  4.10

  0.55

  2.95

  2.60

  1.75

  0.75

  3.15

  1.20

  1.15

1 45

深

度

(m)

0.80

2.75

4.30

6.40

7.60

11.70

12.25

15.20

17.80

19.55

20.30

23.45

24.65

25.80

27 25

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.0～0.3m　粘性土からなる耕土
0.3～0.4m　砂質土。それ以深は
不均質なシルトからなる。

盛

土

褐

灰
軟ら
かい

腐植物・未分解の植物繊維を含
む非常に軟らかい高塑性のシル
ト。
含水量多い。砂分を僅か混入す
る。

シ

ル

ト

淡

緑

灰

軟

ら

か

い

高塑性シルトだが有機物を多量
に含み含水量も多い。
薄く腐植土を挟む。

有機質
シルト

黒

褐

軟

ら

か

い

腐植物・植物繊維を含む比較的
軟弱なシルト。含水量中位。

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

不均一な中砂主体で，部分的に
細砂とシルトの薄層を挟む。含
水量中位。

シルト
混り中
砂

暗

青

灰

中

位

部分的に腐植物を含むが比較的
均質なシルトからなる。
含水量中位。比較的粘性強くコ
アはやや硬い。

シ

ル

ト

暗

灰

中

位

比較的粒径均一な細砂からなる。
含水量中位。

細砂 暗灰 中位

部分的に細砂を混入する比較的
硬い低塑性シルト。
含水量は少ない。腐植物をブロ
ック状に含む。
13.8ｍ以深　全体に細砂の混入
量が多くなる。

砂

混

り

シ

ル

ト

暗

灰

中

位

比較的均一な細砂からなる。
含水量中位。雲母片が混入する。
下部は比較的締まる。

細

砂

暗

灰

中

位

全体に細粒分を混入する細砂か
らなる。雲母片混入。含水量中
位。

シルト
混り細
砂

暗

灰

中

位

均質な細砂からなる。含水量が
多い。φ2mm程度の小礫が点在す
る。

細

砂
暗青
灰

中

位

全体的にシルト分を含む均質な
細砂からなる。
含水量中位。雲母片混入。
22.8m付近　貝殻が混入する。

シ

ル

ト

質

細

砂

暗

灰

中

位

粒径均一な細砂からなる。雲母
片混入。含水量中位。

細

砂

暗

灰

密

な

不規則にシルトが混入する細砂。
シルト
混り細
砂

暗

灰

密

な

全体にシルトを多く混入する細
砂からなる。
含水量中位。雲母片混入。部分的
に有機物が認められる。

シルト
質細砂

暗

灰

中

位

φ

8

6

m

m

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

0.94
11/14
0.95

11/19

1.68
11/20

1.75
11/15

4.40
11/17

4.70
11/16

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)
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3.15
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4.15

4.53

5.15

5.46

6.15

6.45

7.15
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10.15
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11.15
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16.15
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25.15
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26.15

26.45
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打
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回
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貫
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9

原 位 置 試 験

深

度

(m)

6.50

7.00

10.20

10.80

試 験 名

および結果

現場透水試験

孔内水平載荷試験

試料採取

深

度

(m)

1.00

1.85

3.00

3.80

9.00

10.00

13.00

13.85
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7.45
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12.25

16.15

16.45

18.15

18.45

試

料

番

号

T-19-1-1
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採
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図 4.1.1(1)　ボーリング柱状図（№1-1）
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図 4.1.1(2)　ボーリング柱状図（№1-2）
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54.35

全体にシルトを多く混入する細
砂からなる。
含水量中位。雲母片混入。部分的
に有機物が認められる。

シルト
質細砂

暗

灰

中

位

φ2～5mm程度の小礫が10～20％
程度混入するやや不均一な中砂
主体。
含水量多い。

礫混り
中砂

暗

灰

密

な

粒径均一な細砂からなる。含水
量中位。

細

砂

青

灰

非常
に密
な

非常に均質な良く締まった中砂
からなる。
含水量中位。部分的に細砂の薄
層を挟む。

中

砂

青

灰

非

常

に

密

な

腐植物・雲母を含む硬いシルト
で，全体的に微細砂混入する。
含水量やや少ない。粘性が強い。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

硬

い

比較的均質なシルトで，全体に
硬い。含水量やや少ない。

シ

ル

ト

暗

灰

硬

い

比較的均質な細砂からなるが，
下部は非常に良く締まっている。
含水量中位。

細

砂

青

灰

中
位～

非
常
に
密
な

部分的にφ2～5mmの小礫を混入
するやや不均一な中砂からなる。
非常に良く締まっている。含水
量中位。

中

砂

暗

灰

非

常

に

密

な

腐植物と細砂を混入するやや固
結したシルトからなる。

砂混り
シルト

暗

灰

非常
に硬
い

均質な細砂。含水量中位。
細

砂

青

灰

非常
に密
な

φ2～10mmの円礫を混入する不均
一な中砂主体。
全体に良く締まっている。含水
量中位。

礫

混

り

中

砂

暗

灰

非

常

に

密

な

φ2～25mmの円礫を多量に含む砂
礫。最大礫径φ50mm。

砂

礫

青

灰

非常
に密
な

比較的均質な非常に硬いシルト
からなる。指圧で潰れない。
含水量中位～やや少ない。腐植
物を僅かに混入する。

シ

ル

ト

暗

灰

非

常

に

硬

い

部分的に小礫を混入する中砂主
体。含水量中位。良く締まってい
る。

中

砂

暗

灰

非

常

に

密

な

φ2～25mmの円礫・亜円礫を多量
に含む。最大礫径φ80mm程度。
マトリックスは中砂主体。
全体に非常に良く締まっている。
部分的に薄い砂層を挟む。
泥水がやや逸水する。

砂

礫

暗

灰

非

常

に

密

な

玉

石

混

り

砂

礫

暗

灰

φ
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ボーリング柱状図

調 査 名 平成19年度　ツインシティ（大神地区）環境特性調査等業務委託

事業・工事名

ボーリング名 H 1 9 - N o . 2 調査位置 神 奈 川 県 平 塚 市 大 神 地 先 北 緯 3 5 ﾟ  2 3 '  1 9 . 3 8 "

東 経 1 3 9 ﾟ  2 1 '  4 5 . 3 5 "発 注 機 関 平 塚 市 都 市 整 備 部 都 市 整 備 課 調査期間 平成 19年 11月 17日 ～ 19年 11月 21日

調 査 業 者 名
大 日 本 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 3 - 5 3 9 4 - 7 6 1 3 )
主任技師 平 本 健 二

現 場
代 理 人

板 橋 哉
コ ア
鑑 定 者

板 橋 哉
ボｰリング
責 任 者

松 尾 健 一

孔 口 標 高 +10.047m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D - 1
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 9 ポ ン プ V - 6総 掘 進 長  59.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

  9.15

  7.55

  6.90

  4.50

  3.70

  1.95

  1.45

  0.90

 -0.15

 -0.85

 -1.95

 -4.90

 -5.85

 -6.45

 -9.90

-11.85

-12.95

-16.80

層

厚

(m)

  0.90

  1.60

  0.65

  2.40

  0.80

  1.75

  0.50

  0.55

  1.05

  0.70

  1.10

  2.95

  0.95

  0.60

  3.45

  1.95

  1.10

  3.85

深

度

(m)

0.90

2.50

3.15

5.55

6.35

8.10

8.60

9.15

10.20

10.90

12.00

14.95

15.90

16.50

19.95

21.90

23.00

26.85

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

砂まじり粘性土からなる不均質
な耕土である。

盛

土

褐

灰
軟ら
かい

腐植物を多量に含むシルトで含
水量が非常に多い。スコリアが
認められる。

粘土質
シルト

暗

灰

軟

ら

か

い

腐植物と未分解の植物繊維を多
量に含む。含水量多い。

有機質
シルト 黒灰 軟ら

かい

少量の腐植物を混入するやや不
均一なシルトである。含水量や
や多い。

粘

土

質

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

全体に砂分を混入するシルトで，
上位と比較してやや硬くなる。

砂質シ
ルト

暗

灰

中

位

比較的均質なシルトからなる。
全体に粘性強い。部分的に腐植
物混入。
含水量中位～やや少ない。

粘土質
シルト

暗

灰

中

位

やや不均質な細砂。含水量中位，
雲母混入。

細砂 暗灰 緩い

全体に微細砂を混入するやや不
均質なシルト。

砂質シ
ルト 暗灰 中位

部分的に腐植物を混入するが全
体に均質なシルトからなる。含
水量中位。

シルト
暗

灰

中

位

全体に細砂を混入する不均質な
シルト。含水量中位。雲母片混
入。

砂混り
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やや固結したシルトで微細砂が
混じる。雲母片混入。

シルト
暗

灰

非常
に硬
い

φ2～5mmの小礫を僅かに含むや
や不均質な細砂からなる。
全体に良く締まっている。含水
量中位。
部分的にシルト分を含む。

細
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密
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密
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硬
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比較的均質なシルトで，全体に
硬い。含水量中位～やや少ない。
雲母片混入。粘性強い。

シ

ル

ト
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硬
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で良く締まっている。含水量中
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局所的にφ100mm程度の玉石が点
在する。
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図 4.1.3(1)　ボーリング柱状図（№3-1）
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図 4.1.3(2)　ボーリング柱状図（№3-2）
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図 4.1.4(1)　ボーリング柱状図（№4-1）
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図 4.1.6(1)　ボーリング柱状図（№6-1）
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位。
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図 4.1.6(2)　ボーリング柱状図（№6-2）
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4.2 予測条件 

(1) 土質試験結果 

 

 

 

 

表
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果
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図 4.2.1(1) 土層別 logCｖ-logｐ曲線 
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図 4.2.1(2) 土層別 logCｖ-logｐ曲線 
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図 4.2.1(3)  土層別 logCｖ-logｐ曲線 
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図 4.2.1(4)  土層別 logCｖ-logｐ曲線 
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(3) 土質区分 

Acl 層の e-logP 曲線に着目して、土質を４つのグループに区分した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2 土質区分図 
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(4) 土質定数 

圧密沈下層中には緩い砂層が狭在している。これは日本道路公団の手法(図 4.2.3 参照)

により計算した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.3 砂の e-logP 曲線 

 

(5) 施工条件 

施工条件は、以下のとおりとした。 

①計画盛土高 

各ブロックの計画盛土高は 0.8～1.0 程度であることから、1.0ｍと設定した。 

また、サーチャージによる盛土は、検討結果から 0.9ｍとし、実際には現地盤に 1.9ｍ

の盛土がされるとした。 

 

②盛土の施工速度 

「宅地防災マニュアルの解説」（平成 19 年、宅地防災研究会）より、実施区域の粘土質

地盤の厚さが中程度（圧密沈下を起こしうる地盤が１１～１８ｍ）であることから、盛土

速度は 5 ㎝/日とした。 

 

③盛土の土質定数 

盛土材は、関東ロームとし、この土質定数は以下のとおりとした。 

・単位体積重量：γ＝15kN/ｍ3 

・粘着力：ｃ＝5kN/ｍ3 

・内部摩擦角：φ＝20°  

 

④造成部の上載荷重 

盛土造成部の将来的な上載荷重は 10 kN/ｍ2（盛土高に換算すると 0.67ｍ）とした。 

 

⑤道路部の交通相当荷重 

計画されている幹線道路については 20ｔクラスの大型車の交通を想定した。計画盛土

高が 1.0ｍであるため交通相当荷重は 45.2 kN/ｍ2（盛土高に換算すると 3.0ｍ）とした。 
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(5) 盛土中心部における圧密沈下量の算定 

 

地盤圧密については、沈下量として「宅地防災マニュアルの解説」（平成 19 年、宅地防

災研究会）において、間げきの比を主とした以下の式により計算した。 

 

H
e

ee
Sc 




 
0

0

1
   ただし、 0e ＞ e  

 

ここに、 

Sc ：求める圧密沈下量（全沈下量）（ｍ） 

0e ：原地盤の初期間隙比（ e-log p （資料編図 4.2.3）より求める。） 

e ：圧密後の間隙比（P0+⊿P に対する間隙比、e-log p（資料編図 4.2.3）より求める。） 

⊿P：圧密荷重などによる地盤内鉛直増加応力（kN/ｍ2） 

H ：圧密される層の厚さ（ｍ） 

   

0e は、ボーリング調査結果の P0（有効上載圧）に相当する e-log p より求め、 e は、

⊿P（盛土の上載圧）と P0 の和（P0+⊿P）に相当する e-log p より求めた。 

⊿P は図 4.2.4 の右下図に示すとおり、⊿P＝I・HE・γE で表され、盛土高さ（HE）と

盛土の湿潤密度（γE）の積に影響値（I）を乗じた値である。 

影響値 I は、台形盛土では図 4.2.4 に示すとおりである。 

盛土中心における影響値 I は、図 4.2.5 に示す各パラメータより、図 4.2.4 を用いて算

出した。Ａ－Ａ’の左側部分について a1/z、b1/z から I1 を、Ａ－Ａ’の右側部分について

a2/z、b2/z から I2 を算出し、全影響値 I＝I1＋I2 を算出した。 

敷地境界付近における影響値 I は、図 4.2.6 に示す各パラメータより、図 4.2.4 を用い

て算出した。Ａ－Ａ’の右側部分（点線部分も盛土と仮定する）について a1/z、b1/z から

I1 を、点線部分について a2/z、b2/z から I2 を算出し、全影響値 I＝I1-I2 を算出した。 
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図 4.2.5 影響値算出用パラメータ（盛土中心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.6 影響値算出用パラメータ（敷地境界付近） 

資料：道路土木 軟弱地盤対策工指針：日本道路協会 

図 4.2.4 台形荷重による鉛直地中応力影響値 

a1 b1 b2 a2 

a1a2 

b2 

b1

ｚ
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(6) 地盤変形の予測方法及び予測結果 

 

 
【A-4ブロック】

■簡便法による側方変形量

0.21

13.7

盛土の沈下形状・側方変位に関する係数 C1,C2,C3

係数 天端中央 のり肩 のり尻

C3 - - 0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75 2.00

C1 沈下・隆起量 盛土完了時 0.46 0.46 0.02 -0.04 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.00 0.00

C1 沈下量 沈下完了時 1.00 0.82 0.27 0.15 0.08 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.00

◆沈下・隆起量と側方変位量の算出（上記表に基づく沈下形状の予測結果）

C3×H 天端中央 のり肩 0.0 3.4 6.9 10.3 13.7 17.1 20.6 24.0 27.4

- - 0.0042 -0.0084 -0.0105 -0.0084 -0.0063 -0.0042 -0.0021 0.0000 0.0000

0.2100 0.1722 0.0567 0.0315 0.0168 0.0084 0.0063 0.0021 0.0000 0.0000 0.0000

◆予測結果（盛土完了時）

①盛土側（L=7.5m）L=6.9mと10.3mの結果から算出

沈下量S1＝ 1.05-(1.05-0.84)×(7.5-6.9)/(10.3-6.9)＝1.01cm

②盛土と逆側（L=15.7m）L=13.7mと17.1mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.63-(0.63-0.42)×(15.7-13.7)/(17.1-13.7)＝0.51cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 1.01 -0.51＝0.50ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 0.50/(1570-750)×1000＝0.61

◆予測結果（沈下完了時）

①盛土側（L=7.5m）L=6.9mと10.3mの結果から算出

沈下量S1＝ 1.68-(1.68-0.84)×(7.5-6.9)/(10.3-6.9)＝1.52cm

②盛土と逆側（L=15.7m）L=13.7mと17.1mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.63-(0.63-0.21)×(15.7-13.7)/(17.1-13.7)＝0.38cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 1.52 -0.38＝1.14ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 1.14/(1570-750)×1000＝1.39

盛土中央沈下量：S(m)

軟弱層厚：H(m)

のり尻からの距離

C1×S

備考

盛土法尻からの距離

沈下・隆起量（盛土完了時）

沈下量（沈下完了時）

① ②



4-24 

【B-4ブロック】

■簡便法による側方変形量

0.24

17.45

盛土の沈下形状・側方変位に関する係数 C1,C2,C3

係数 天端中央 のり肩 のり尻

C3 - - 0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75 2.00

C1 沈下・隆起量 盛土完了時 0.46 0.46 0.02 -0.04 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.00 0.00

C1 沈下量 沈下完了時 1.00 0.82 0.27 0.15 0.08 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.00

◆沈下・隆起量と側方変位量の算出（上記表に基づく沈下形状の予測結果）

C3×H 天端中央 のり肩 0.0 4.4 8.7 13.1 17.5 21.8 26.2 30.5 34.9

- - 0.0048 -0.0096 -0.0120 -0.0096 -0.0072 -0.0048 -0.0024 0.0000 0.0000

0.2400 0.1968 0.0648 0.0360 0.0192 0.0096 0.0072 0.0024 0.0000 0.0000 0.0000

◆予測結果（盛土完了時）

①盛土側（L=5.8m）L=4.4mと8.7mの結果から算出

沈下量S1＝ 1.20-(1.20-0.96)×(5.8-4.4)/(8.7-4.4)＝1.04cm

②盛土と逆側（L=16.8m）L=13.1mと17.5mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.96-(0.96-0.72)×(16.8-13.1)/(17.5-13.1)＝0.76cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 1.04 -0.76＝0.28ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 0.28/(1680-580)×1000＝0.26

◆予測結果（沈下完了時）

①盛土側（L=5.8m）L=4.4mと8.7mの結果から算出

沈下量S1＝ 3.60-(3.60-1.92)×(5.8-4.4)/(8.7-4.4)＝3.05cm

②盛土と逆側（L=16.8m）L=13.1mと17.5mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.96-(0.96-0.72)×(16.8-13.1)/(17.5-13.1)＝0.76cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 3.05 -0.76＝2.29ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 2.29/(1680-580)×1000＝2.08

沈下・隆起量（盛土完了時）
C1×S

盛土中央沈下量：S(m)

軟弱層厚：H(m)

備考

のり尻からの距離

盛土法尻からの距離

沈下量（沈下完了時）

① ②
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【C-3ブロック】

■簡便法による側方変形量

0.19

12.55

盛土の沈下形状・側方変位に関する係数 C1,C2,C3

係数 天端中央 のり肩 のり尻

C3 - - 0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75 2.00

C1 沈下・隆起量 盛土完了時 0.46 0.46 0.02 -0.04 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.00 0.00

C1 沈下量 沈下完了時 1.00 0.82 0.27 0.15 0.08 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.00

◆沈下・隆起量と側方変位量の算出（上記表に基づく沈下形状の予測結果）

C3×H 天端中央 のり肩 0.0 3.1 6.3 9.4 12.6 15.7 18.8 22.0 25.1

- - 0.0038 -0.0076 -0.0095 -0.0076 -0.0057 -0.0038 -0.0019 0.0000 0.0000

0.1900 0.1558 0.0513 0.0285 0.0152 0.0076 0.0057 0.0019 0.0000 0.0000 0.0000

◆予測結果（盛土完了時）

①盛土側（L=6.9m）L=6.3mと9.4mの結果から算出

沈下量S1＝ 0.95-(0.95-0.76)×(6.9-6.3)/(9.4-6.3)＝0.91cm

②盛土と逆側（L=15.1m）L=12.6mと15.7mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.57-(0.57-0.38)×(15.1-12.6)/(15.7-12.6)＝0.42cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 0.91 -0.42＝0.50ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 0.50/(1510-690)×1000＝0.61

◆予測結果（沈下完了時）

①盛土側（L=6.9m）L=6.3mと9.4mの結果から算出

   沈下量S1＝ 1.52-(1.52-0.76)×(6.9-6.3)/(9.4-6.3)＝1.37cm

②盛土と逆側（L=15.1m）L=12.6mと15.7mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.57-(0.57-0.19)×(15.1-12.6)/(15.7-12.6)＝0.26cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 1.37 -0.26＝1.11ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 1.11/(1510-690)×1000＝1.35

沈下・隆起量（盛土完了時）
C1×S

盛土中央沈下量：S(m)

軟弱層厚：H(m)

備考

のり尻からの距離

盛土法尻からの距離

沈下量（沈下完了時）

造成盛土
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【D-2ブロック】

■簡便法による側方変形量

0.09

13.1

盛土の沈下形状・側方変位に関する係数 C1,C2,C3

係数 天端中央 のり肩 のり尻

C3 - - 0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75 2.00

C1 沈下・隆起量 盛土完了時 0.46 0.46 0.02 -0.04 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.00 0.00

C1 沈下量 沈下完了時 1.00 0.82 0.27 0.15 0.08 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.00

◆沈下・隆起量と側方変位量の算出（上記表に基づく沈下形状の予測結果）

C3×H 天端中央 のり肩 0.0 3.3 6.6 9.8 13.1 16.4 19.7 22.9 26.2

- - 0.0018 -0.0036 -0.0045 -0.0036 -0.0027 -0.0018 -0.0009 0.0000 0.0000

0.0900 0.0738 0.0243 0.0135 0.0072 0.0036 0.0027 0.0009 0.0000 0.0000 0.0000

◆予測結果（盛土完了時）

①盛土側（L=11.0m）L=9.8mと13.1mの結果から算出

沈下量S1＝ 0.36-(0.36-0.27)×(11.0-9.8)/(13.1-9.8)＝0.33cm

②盛土と逆側（L=20.9m）L=19.7mと22.9mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.09-(0.09-0.00)×(20.9-19.7)/(22.9-19.7)＝0.06cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 0.33 -0.06＝0.27ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 0.27/(2090-1100)×1000＝0.27

◆予測結果（沈下完了時）

①盛土側（L=11.0m）L=9.8mと13.1mの結果から算出

沈下量S1＝ 0.36-(0.36-0.27)×(11.0-9.8)/(13.1-9.8)＝0.33cm

②盛土と逆側（L=20.9m）L=19.7mと22.9mの結果から算出

沈下量S2＝ 0.00-(0.00-0.00)×(20.9-19.7)/(22.9-19.7)＝0.00cm

③相対沈下量

S1-S2＝ 0.33 -0.00＝0.33ｃｍ

④傾斜角(a/1000)

a＝ 0.33/(2090-1100)×1000＝0.33

沈下量（沈下完了時）

盛土中央沈下量：S(m)

軟弱層厚：H(m)

備考

のり尻からの距離

盛土法尻からの距離

沈下・隆起量（盛土完了時）
C1×S

① ②
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 ②容量が最大となるときの降雨継続時間（min）ti
　「下水道雨水調整池技術基準（案）」p95に従い、容量が最大となる時間tiは、次式のXより
　求められる。

rc 2×rc rc
2 2 2

但し、 a
tin＋b

28.51
2

28.51
2

14.255 ・X2＋ -340.396 ・X＋ -39529.772 =0

340.396 ＋√（ 115869.437 ＋ 2253987.599 ）

 ③降雨継続時間tiに対応する降雨強度（mm/hr）

ti0.77 ＋ 13.4

65.93 ＋ 13.4
3141

79.33

 ④必要調節容量
v＝( ri－α・rc）×60×ti×f2×A1×1/360

　＝( 39.59 － 0.5 × 28.51 )×60 × ×
× 26.10 × 1/360

  ＝ 25.335 × 601.344

  ＝15235.050 ≒ 15235.1 （㎥）

65.936

　　　＝

　　　＝ 39.59 （mm/hr)

230.4 0.60

　　ri＝
3141

　　　＝
3141

ti＝ X1/n ＝ 230.4

）＝ 0

X＝ ＝
28.51

-0.23 ） ･X

＋ 13.4 ×（ × 13.4 － 3141

･b－a)＝ 0

ri＝

・X2＋（ 28.51 × 13.4 ＋ 3141 ×

・X2＋（ ・b＋a（n-1) ）・X＋b（
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 ②容量が最大となるときの降雨継続時間（min）ti
　「下水道雨水調整池技術基準（案）」p95に従い、容量が最大となる時間tiは、次式のXより
　求められる。

rc 2×rc rc
2 2 2

但し、 a
tin＋b

73.23
2

73.23
2

36.615 ・X2＋ 2416.59 ・X＋ -116876.265 =0

-2416.59 ＋√（ 5839907.228 ＋ 17117697.772 ）

 ③降雨継続時間tiに対応する降雨強度（mm/hr）

ti ＋ 33.0

32.4 ＋ 33.0
4750
65.4

 ④必要調節容量
v＝( ri－α・rc）×60×ti×f2×A×1/360

　＝( 72.63 － 0.5 × 73.23 )×60 × ×
× 23.40 × 1/360

  ＝ 36.015 × 82.134

  ＝ 2958.056 ≒ 2958.1 （㎥）

 ⑤調整池面積
　調整池の維持管理面を考慮して内空高を2.0ｍとし、河川管理施設等構造令の第20条に従い余裕高
0.6ｍを確保して水深を1.4mとすると、

調整池面積 2958.1 ／ 1.4 ＝ ㎡2112.9

　　　＝

　　　＝ 72.63 （mm/hr)

32.4 0.65

　　ri＝
4750

　　　＝
4750

ti＝ X1/n ＝ 32.4

X＝ ＝
73.23

32.430

0 ） ･X

＋ 33 ×（ × 33 － 4750

･b－a)＝ 0

ri＝

・X2＋（ 73.23 × 33 ＋ 4750 ×

）＝ 0

・X2＋（ ・b＋a（n-1) ）・X＋b（

 




